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摘要
イポメアマロンは Fusariumsolani f. radicicola race 2の胞子発芽および発：来管長を阻害す
るが，後者の場合が0.0001～0.1%の濃度範囲で，その濃度と阻害率lζ比例的関係がみられた．
Gloeosρorium olivarumの胞子発芽についても同様lζイポメアマロン濃度と阻害率K比例関係が
みられた．
イポメアマロンを 0.1%,0.1×1/496, 0.1×1/16%, 0.1×1/32%, 0.1×1/64%それぞれ含有し
ている域地で，サツマイモの寄生菌 Ceratostomellafimbriata, Fusarium solani f. radicicola 1, 
Fusarium oxysρarum f. batatas，サツマイモから分離した多犯性菌 Fusariumsolani f. radici-
cola 2, Glomerella cingulataおよびサツマイモlζ対する非寄生菌 Gibberellazeae, Piricularia 
oryzaeを培養し，イポメアマロンによるこれらの菌の菌糸伸長限害率を比較した．
供試菌3群の中で，ゴ，，寄生菌はイポメアマロンで故も強い阻害をうけ，とくに P.oryzaeの場
合， 0.19'6,0.1×1/496濃度では全く菌糸の伸長がみられなかった．これに対して寄生菌では非
寄生菌のような大きなEl害はみられず，とくに C.fimbriataでは0.1%濃度でも26.7%の阻害し
かみられなかった．また多犯性菌でも寄生菌と類似した結果がみられた．このことからイポメア
マロンは寄生菌に対してより ~I：寄生菌 lζ強い阻害作月Jを示して，その作用 lζ特異性がみられるこ
とから，イポメアマロンもファイトアレキシンの 1経としての条件を具えているということがで
きる．
緒 日
サツマイモ塊根が黒斑病菌 Ceratostomellafimbriata (Ellis et Halsted) Elliottの侵入をうけ
ると，その被害部lζ苦味成分が生成するが，乙の成分は樋浦10)Iとより，エーテノレ抽出，水蒸気蒸
制などによって分離され，イポメアマロン lpomeamaroneと名づけられた．
一方，イポメアマロンはサツマイモlζ黒斑病菌が侵入したときにのみ特異的lζ生成されるもの
ではなく， Thielaviabasicola, Fusarium sp.，島licobasidiummanρG Iζ侵された場合でも生成
されることを鈴木，瓜谷らは明らかにし，さらに鈴木ら18), 瓜谷ら9,21, 22）は昇禾，モノヨード酷
i吸およびマロン酸のような代謝限害剤で処理しでも，この成分が生成される乙とを認めた．
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このようにイポメアマロンは病原菌の侵入または代謝阻害剤の処理によって生成されるもので，
健全な塊根組織には存在しない． さらに瓜谷ら9）によりその被害部に生ずるイポメアマロンその
他のフラン環含有テノレベン類の生成量は，病原菌lと対する抵抗力と比例的であり，抵抗性品種の
）］.：！林1号は擢病性品種の農林5号より約3倍量の生成がみられることが明らかにされた．また一
方， イポメアマロンは黒斑病菌やその他の病原菌lζ対して抗菌力を有することを樋i1li10). 山本
ら23）により報告されており， さらに瓜谷ら1,2, 21, 22) IC:よりその生成機構や生理作用について研究
が進められた．このようlζイポメアマロンは寄主と寄生菌との相互作用により寄主から生成され
るもので，かつ，各種病原菌Iζ対して抗菌力を有するということから，乙れはファイトアレキシ
ン札13)(Phytoalexin）の1種といわれている．
ファイトアレキシンについては水上11,12). MULLER 13, 14）の研究lζ始まり， CRUICKSHANK,3-s)
植原ら19,20)Iとより研究が進められ，これらの最近の研究成果からして，ファイトアレキシンの定
義13）の中lとは，それが病原菌lζ対して抗菌力を有するばかりでなく，病原菌の寄生性lとより選択
的阻害作用 selectivetoxicityを示すことが要求される．すなわち，ファイトアレキシンは寄生
菌に対してよりも，非寄生菌lζ対して強い阻害作用を示すということである．イポメアマロンが
ファイトアレキシンの 1純であるからには上述の選択的阻害作川をイiするであろうと推察され
る
このことをゆj らかにするため本誠験lとおいては，昇求処理により~！＇..じたサツマイモ塊根のイポ
メアマロンを抽出して粗イポメアマロンとし，さらに純イポメアマロンの分泌（名古屋大学農学
部瓜谷郁三教授より）をうけ，これらが各都病原菌の生育l乙対するド1害作用を試験した．
本実験を行なうに巧り，供試i岩の分譲をうけ，終始御指導賜わった九州大学名誉教授吉井甫博
士，純イポメアマロンの分譲を！協はった名古屋大学股学部教授瓜谷締三博士並びに実験実施に当
り有主主な御助言をいただいた広島県農業鋭期大学紘原一雄博士lと深謝の意を表する．
実験方法
1.サツマイモ塊根からのイポメアマロンの抽出
イポメアマロンの生成，抽出は鈴木ら18）の方法を参考lζして行なった．すなわち，サツマイモ
（農林1号：黒斑病抵抗性品種）塊根を水洗，乾燥した後， 80%ethyl alcoholで表面殺菌を行
ない， 2cmの厚さにサツマイモ塊娘のスライスを作る． このスライスをホーロー引きパット
(80% ethyl alcoholで拭いて表面殺菌した後，言ヨ紙を敷いた） IL・ifi.べ，斜7R波（HgCli1%, 
NaC15%）をパット中のF紙がわずかにひたる程度に添加した後， ビニー ノレでカバー して， 25。C
で48時間保った． 乙の処理で昇示波l乙接したスライスの下面より約5mmの厚さの組織に褐変が
みられるので，この＊~変部を切りとり，室温で風乾し，さらに 5G°C の乾燥器内でよく乾かした
後，粉砕機で－変色部の粉末を得た．この粉末を Soxhlet脂肪抽出器で24時間， ethylether によ
る抽出を行ない，黄褐色の波を得た．この抽出波1:[:1のイポメアマロンの存在はエールリッヒアノレ
デヒド反応（10%H2S04 lOOml IL 5 gの p-dimethyl amino benzal aldehydeを溶かした試薬．
乙の試薬はイポメアマロンと反応して鋭敏なカーミン赤色を呈する）によって確認した．
；武褐色の抽出波を集め，これに少量の無水亜硫酸ソーダを加えて脱水し，溶媒の ethylether 
を除去すると黄褐色idl状物質が得られた．これに再度蒸潟水を添加lして，水蒸気蒸間を行ない，
その溜液を等量の ethyletherで48時間再抽出し，この ethylether 11 /:li液中の水分を除去する
ため再び少量のj挺水亜硫酸ソーダで処理し， 減圧下で ethyletherを除去すると微黄色の油状
物質が得られた． この物質の大部分がイポメアマロンで， 不純物として少量のイポメアニン
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lpomeanineを含むものと思われる．このようにして得られたイポメアマロンを粗イポメアマロ
ンと称した．
一方，名古屋大学農学部教授瓜谷郁三博士より純イポメアマロンの分譲をうけたので，先の粗
イポメアマロンと対比して実験lと供した．
2. イポメアマロンによる 2,3植物病原菌の胞子発芽阻害試験
馬鈴薯寒天培地上lζ4～7日間培養した Fusariumsolani f. radicicola race 2の大型分生胞
子及び Glomerellaolivarumの分生胞子を殺菌水l乙浮泌させ，殺菌ガーゼでP過した後， 5,000
rpm, 15分間遠沈洗糠を2回くり返し，発芽試験に供した．乙の胞子をイポメアマロンの 0.1%,
0. 01%, 0. 001%, 0. 0001%含有殺菌水（イポメアマロンを溶解させるため 1%のethyletherと
2%のethylalcoholを含有する）に浮泌させ， 1視野（150倍）約50個の胞子濃度として発芽試
験を行なった．対照としてイポメアマロン無添加の殺菌水（乙の中にも 196のethyletherと2
%の ethylalcoholを含有した）区を設けた． これらの胞子浮滋液を 25℃で， 15時間おいて発
芽率と発芽管長を測定し，イポメアマロンの阻害1':Jljを調べた．
3. イポメアマロンによる各種植物病原菌の菌糸仲長阻害の特異性検定
前述（1）の方法によって得た粗イポメアマロンおよび純イポメアマロンを培地｛［添加して，下
記の各研病原菌の情養を行ない，菌糸frjl長度を比較して阻害率の検定を行なった．
1) 供試菌 供試菌としてはサツマイモの寄生菌で，サツマイモから分離した菌と，サツマ
イモ以外の植物から分離したもので，多くの植物lζ寄生性を有する多犯性菌，およびサツマイ
モには全く寄生性を有しない~1：寄生菌の 3 群の病原菌をそれぞれ供試した．供試菌の純1f3'i と米
！夜は次の通りである．
i. サツマイモの寄生菌
サツマイモ黒斑病菌 Ceratostomellafimbriata (Elis. et Halsted.) Elliett：九州大学民学
;'[jl植物病理学教室保存菌
サツマイモ蔓；1;］病菌 Fusariumoxysρarum (Sehl.) Snyd. et Hans. f. batatas：九州大学
出学部吉井甫博士保存菌
サツマイモ潰蕩病菌 Fusariumsolani (Mart.) Snyd. et Hans. f. radicicola race 1：九州
大学農学部吉井市博士保存菌
i. 多犯性菌（サツマイモ以外から分離したもの）
プドウlぬ腐病菌 Glomerellacingulata (Stonem.) Spaueding et Schrenk：昭和39年8月
佐賀大学附属農場ブドウ（品柿キャンベノレスアーリー）より分離
エンドウ恨腐病菌 Fusariumsolani (Mart.) Snyd. et Hans. f. radicicola race 2：信州大
学松尾卓見博士からの分譲菌
ii. サツマイモの~1：寄生菌
イネ稲熱病菌 Piriculariaoryzae Cavara；佐賀大学虫学部病害研究室保存菌1B・WH 
ムギみミかび病菌 Gibberellazeae (Schw.) Petch：佐賀大学農学部病害研究室保存菌
2) J；＼：地 醇母エキス崎地を基本培地として用いた．その組成は次の通りである．
酵母エキス Yeast extract 2g 
寒天 Agar 15g 
熊糖 Sucrose 20g 
蒸潟水 Distilledwater l, OOOml 
調整後オートクレーフやで， l.2kg/cmえ20分殺菌した． ζの培地を溶解して 50'Clζ保ち，こ
れに ethyletherとethylalcoholの混合液に溶かしたイポメアマロンを無菌的lζ添加して，そ
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の合有量が0.1%,0.1×1/4% (0. 025%)' 0.1×1/169ぢ（0.0063%)' o.1×1/32% (0. 0031%)' 0. 1 
×1/64% (0. 0016%）になるように， 6段階の濃度の異なる培地を作った．一方， このとき培地
中には 1%のethyletherと2%のethylalcoholを含有するようにした．対照培地としてイポ
メアマロン無添加で，前記と同じ濃度の溶媒を含有する培地を準備した．
3）培養法
これらの培地を，径9cmの殺菌ベトリー血｛前以て殺菌F紙を敷き， 殺菌水でしめしており
内に装置しておいた径35mmの殺菌時計皿に 2mlあて分注し，培地が固まった後，径3mmの
供試菌の菌叢（あらかじめ馬鈴薯寒天培地上lζ径 3mmの殺菌P紙をi泣き，その上にや1びてきた
菌叢をP紙と共に剥jiぎとったもの）を接種した．これを 25°Cで培養を行ない，対照のイポメア
マロン無添加培地上の菌叢が時計皿金面に伸長するまで（2～5日）培養し，イポメアマロン添
加培地七での菌糸伸長度と比較した．
結 果
1. イポメアマロンが2,3植物病原菌の胞子発芽に及ぼす影響
イポメアマロンによる Fus.sol. radicico!a 2とGt.olivarumの発見ミおよび免>I＇管長阻害の給
来はl:!O1<. tl'S 2表， l:l'OIぎIIC j；す通りである．発芽阻害率についてみれば， Fus. sol. radicz二
un ぷ イポメアマロンが Fus.sol. radicicola 2の胞子発芽lこ及ぼすm書作川
Table I. Inhibitory action of Ipomcamarone against the spore germination of 
Fus. sol. radicicola 2. 
胞子 I I I 
＼＼～ Spore I I胞子総数l発芥胞子数｜発 芽 率
～－－－－－ I Total number of i Number of spores! Percentage of 
dぷl；； ~p与野 ~~1 spores measured I germinated germination 
o c % ) 1 389 I 353 I 90.的）
0.0仰 i 間！ 307 I 89. o 
0仰 I 384 I 343 : 89. 3 
0. 01 ! 299 I 238 I 79. 6 
発芽管長
Length of germi-
nation tube 
16.2(/1) 
j I仏8
13.9 
0. I 515 294 45.4 3.9 
第2表 イポメアマロンによる Gloeoゆoriumoliuarumの胞子発芽Iζ及ぼす阻害作用
Table 2. Inhibitory actio叫 ofIpomeamarone against the spore germination of 
Gloeosporium oliuarum. 
＼＼下 胞子｜
九＼～、～ Spore I 
～、＼｜
、～、、 l
イポメアマロン濃度 －－－－－－－－－－~ I 
Concent. of lpom回. －－－－』＼｜
0 (%) i 
0.0001 427 
｜ 発芽胞子数
i Number of spores 
I germinated 
259 i 
発 芽 E千三
Percentage of 
germmat10日
胞子総数
Total number of 
spores measured 
472 54. 5(%) 
191 44. 7 
0.001 456 165 36. I 
0.01 585 172 29.4 
???
322 88 27.3 
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cola 2の場合，イポメアマロンの 0.0001～0.001%濃度では阻害はみられないが， 0.01%でやや
みられ， 0.1%では対照区 90.8%に対して 45.4%と強い阻害がみられた． GI. olivarumでは
0.0001%から0.1%とイポメアマロンの濃度が増大するに従い，限害率も大となり， 0.1%濃度で
はFus.sol. radicicola 2の場合と同様，発芽率は対照区lと比べて半減した．
Fus. sol. radicicola 2の発芽管長lζ対する阻害作用を調べた結果では，イポメアマロンの濃度
が0%で 16.2μ, 0. 0001%で13.9μ, 0. 001%で 10.8μ, 0. 01%で7.6p, 0.1%で 3.9pと，その波
度lζ比例して阻害がみられた．
（判 cμi 
1 
90 人一←一＼ 18 
3 
80卜 ＼ 、 イ16 
発 70 14発
芽 芽
.~ 2宇 60 r z管工ドー 2 rtl →ーロコc 
長 cE. Q) L 50 10 (l) 
°" (I) 
、← iコ。 コ斗ーQ) 40 8 = E 唱＋ーー L c 
Q) む
L丈J－ にD
3'_ 30 6 
20 
10 
0 0.000 I 0.001 Q.Q] 0.1 (o/o) 
イ示。メアマロン i重度
Concent「a十ionof r1コomearna「O「ie
第 I図 イポメアマロンの胞子発芽IC対する阻害作用
(I) Fus. sol. radicicola 2の発芽率
(2) Gloeoゆoriumolivarumの発芽率
(3) Fus. sol. radicicola 2の発芽管長
Fig. I. Inhibitory action of Ipomeamarone against the spore germinations of 
parasitic fungi. 
(I) Percentage of spore germination of Fus. sol. radicicola 2 
(2) Percentage of spore germination of Gloeoゆoriumolivarum 
(3) Germ-tube length of Fus. sol. radicicola 2 
44 佐賀大学農学会報第22号
3. イポメアマロンによる各種植物病原菌の菌糸伸長阻害作用
粗イポメアマロン添加培地で各種植物病原菌を培養した結果は第3表l乙示す通りである．イポ
メアマロン無添加借地での各種病原菌の菌糸仲長度を100とし，乙れに対する各種濃度別イポメ
第3表 組イポメアマロンが各種病原菌の菌糸伸長lζ及ぼす阻害作用
Table 3. Inhibitory action of crude Ipomeamaron氾 towardsthe my℃elial growths of 
S氾veralparasitic fun.喧i
濃度 I I I I I I Concent凶 ion¥ O. l% ＼仏 l×1/4%10.1×1/16%¥0.1×1/32% ¥0.1×1/64% I 0% 
：病原菌 I co. 1 % ) ｜（仏位5%)I co.0063%) I co.0031%) I co.0016%) I (0%) 
ramogens -－～－1 I I I I I 
Cerato巾 mella I 8.8*(mm)J 8.5 i 9.6 I 10.0 ¥ 11.5 J 12.0 
fimhriata I (73. 3）料 Ic10. s) I ＜加o) I cs3. 3) i ＜弘s) I oo) 
Fus.sol. I 10.3 I 14.7 I 17.6 I 17.3 I I 
radicicola 1 I (53. 4) I (76. 3) I (91. 2) I (89. 7) I (95. 9) I (100) 
Fus.仰 sb. I 6.o I 13.o I 21.0 I 21.5 I 22.5 I 23.0 
bat a“ i （拡 1) I (56.5) I (91.3) I ＜見5) I (97. s) I c100) 
Glomerella I 5. 0 I IO. 0 I 13. 8 I 14. 5 I 14. 8 I 19. 3 
cingulata I (25.9) I (51.8) I (71.5) I (75.1) I (76.7) I (100) 
Fus. sol. I 8. 5 I IO. 0 I 12. 3 I 13. 8 I 13. 8 13. 5 
radicic山 2 I ＜臼.0) I (74. I) I (91. 1) I (102. 1) i (102. I) (100) 
Piricu/aria I O I 0 I 6.0 I 13.8 I 17.0 I 20.3 
。りとae I (0) I (0) I (29. 6) I (68. 0) I (83. 7) I (100) 
Gihherella I 3. 8 I 9. 3 I 17. 5 I 20. O I 21. 8 I 24. 0 。ae I (15. 3) I (38. 8) I (72. 9) I (83. 3) I (90: 8) I (100) 
＊菌叢直径（mm),Diameter of mycelial mats. 
材対照区を100とした場合の比数， P問：sentedas pe陀entageof control. ? ?
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アマロン添加培地での菌糸の伸長度を比数で図示したものが第2図である．サツマイモの非寄生
菌である P.oryzae, G. zeaeは他の菌に比べてイポメアマロンにより生育阻害を強くうけ，とく
にo.I.9'o, o. 025%という高濃度では最も強い限害がみられた．その中でも P.oryzaeはイポメア
マロンの上記濃度では全く菌糸の仲長はみられなかった．乙れに対してサツマイモの寄生菌であ
るC.fimbriata, Fus. sol. radicicola I, Fus. oxy. batatas は生育阻害が先の非寄生菌lζ比べて少
なく，その中でも C.fimbriataとFus.sol. radicicola 2はイポメアマロン濃度が0.1%でも50%
以下の阻害しかみられなかった．一方，サツマイモ以外から得られた多犯性菌 Fus.sol. radici-
cola 2, G. cingulataは上記の寄生菌i乙類似した阻害率がみられた． すなわち非寄生菌はイポメ
アマロンlとより強い生育阻害がみられるが，サツマイモ寄生菌及び多犯性菌は前者ほどの阻害は
みられないことが明らかとなった．
純イポメアマロンについて同じように培養試験を行なった結果は第4表，第3図iζ示す通りで
ある．それによれば組イポメアマロンの場合とほとんど閉じ傾向，すなわち，サツマイモ寄生菌
および多犯性菌より非寄生菌が強い阻害作用をうけることが認められた．
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Fig. 3. Dosage-response curves of various pathogens and non-pathogens of sw田 t
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サツマイモ塊根が黒斑病菌の侵害をうけると，その被害部lζ苦味成分の生成がみられるが，こ
れは樋浦ioJ1cより抽出されてイポメアマロン Ipomeamaroneと名づけられ，さらにこの成分は
黒斑病菌の内生胞子の発芽を阻害する乙とが明らかにされた．その後瓜谷ら1,2, 20-22）は「黒斑病署長
病IL依の病理化学的研究」について多くの研究報告を行ない，病理化学ならびに病害抵抗性の分
野IC新知見をもたらした．すなわち，イポメアマロンの生成長はサツマイモの低抗反応に比例的
であり，これが抗菌作用を有しており，その作用機作はこの成分がOxidativephosphorylation 
を阻害するためであることを明らかにした．また鈴木ら18）はHelicobasidiummonρa k侵された
サツマイモICついてイポメアマロンの来す役割lりを，この成分は寄主の代謝を阻害し，寄主の致
死因子であり，寄主細胞の死を早め，過敏感死にみちびくものと考えた．このようにイポメアマ
ロンは病原菌の侵入lとより寄主と菌との相互反応によってサツマイモから生成されるものである．
そζで「寄主納胞が寄生菌と接触した時K，寄主の防衛反応として，生きた細胞から生成され，
考
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病原菌iζ対して1種の阻害作用を有する化学物質」を MULLER はファイトアレキシン（Phyto-
alexin）と定義したζとから， イポメアマロンもファイトアレキシンの1種と考えられるに至っ
fこ．
一方， ファイトアレキシンに関する研究は水上1,12), MULLER13, 14）らにより始められ， 病原
菌の胞子浮i持液を生きた植物体lと接種すると，浮激I夜中l乙1種の抗菌性物質が植物から移出して
くることを明らかにして，抵抗現象を物質として把握しようというこころみがなされた．その後
CRUICKSHANKはエンドウ Pisumsativum L.の爽を実験材料として，ファイトアレキシン生成
の生理化学的研究を行ない，ついt"C1960年lとファイトアレキシン渉出液からイソフラボノイ Fの
1種である抗菌性物質を結晶状にとり出し， これをピサチン（Pisatin)3l と名づけた． そして
1961年15,16）にその分子式，構造式を決定した．一方，植原も1958年以来11種の植物について，フ
ァイトアレキシン生成とその要因について詳細な研究19）を続け，従来ファイトアレキシンは寄生
菌に対しても，非寄生菌Iζ対すると同じような阻害作用を示し，その阻害作用lζ特異性はみられ
ないという報告3）がなされていたが， 1962年K萱科およびアブラナ科植物から得たファイトアレ
キシンの添加培地で病原菌の培養を行ない，菌とファイトアレキシンとの聞に特異性がみられる
ことを明らかにした．すなわち，エンドウ，ソラマメ，ナタネの爽から得たファイトアレキシン
の添加培地iζ各種病原菌を培養して，菌糸伸長を比較した結果，ファイトアレキシンを生成した
植物lζ寄生性を示さない菌lζ対しては，その生育を強く阻害するが，その横物lζ対し寄生性を有
する菌re対しては前者Iζ対するほと、強い作用を示すことがなく，また多犯性菌lと対しては前二者
の中間的抑制作用を示すことを明らかにした．このようなファイトアレキシンの病原菌に対して
示す特異性は同年lζCRUICKSHANK5）によっても Pisatin について認められた．このような乙と
から，イポメアマロンもファイトアレキシンの 1極であるからには寄主から出される抗菌性物質
であると共に，植原， CRUICKSHANKのいう如く，病原菌に対する抗菌作用lζ特異性を有するこ
とが考えられた
本実験では， まず昇示処理したサツマイモからイポメアマロンを抽出し， 乙れlζよる Fusa-
rium solani radicicola 2 （エンドウ菌） の胞子発芥阻害率を調べた結果， イポメアマロン濃度
が0.001%まではほとんど阻害作JHはみられないが， 0.01, 0.1%では阻害作用はみられ， とくに
0.196では強い阻害がみられた． 発芽管長lζ対する阻害率ではイポメアマロンの濃度と全く比例
的で， 0.1%濃度では発芽管長が対照区の約4分の 1であった.Gloeosρorium olivarumの胞子
発芽阻害率についてもイポメアマロン濃度と比例的関係がみられた．この結果は先IC山本ら28）が
Ceratostomella fimbriata, Thielavia basicolaの胞子発芽阻害率lζついて得た結果と同じ傾向で
あった．
次lζイポメアマロンによる各種病原菌の菌糸伸長lζ対する阻害作用を培養試験で比較した結果，
サツマイモの非寄生菌である Piriculariaoryzaeと Gibberellazeaeは最も強い阻害作用をうけ
るのに対し，サツマイモから分離した Ceratostomellafimbriata, Fusarium solani radicicola 1 
（サツマイモ菌）およびサツマイモ以外から分離した多犯性菌で－ある Fusariumsolani radici-
cola 2 （エンドウ菌）, Glomerella cingulataは前者ーより阻害率は小であった．すなわち，前lとも
述べたように，植原， CRUICKSHANKが Pisatinその他数種のファイトアレキシンについて認め
た選択的特異性が，イポメアマロンについても認められる．ただ，本試験l乙供試した各種病原菌
中，サツマイモlζ対する病原性を確かめたのは C.fimbriataのみで，その他の菌株については
サツマイモlζ対する病原性を調べていない
いずれにしても既報のファイトアレキシン一般とfi'!jじく，イポメアマロンにおいて，本実験の
示すとおり，病原菌K対する選択的阻害作則が認められたことは，病原菌が植物IC侵入し，感染
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を起す初期過程で，寄生性が成立して寄生菌となるか，不成功Iζ終り非寄生菌となるかの機作を
解く大きな資料になると思われる．そして，乙れらのファイトアレキシンが病原菌に如何なる影
響を及ぼし，かっそのファイトアレキシンは寄主一寄生者聞の抗争の場で，終局的にどのような
運命（分解，吸収など）を辿るかを追究する乙とは興味ある問題である．
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Sununary 
Ipomeamarone extracted from sweet potato slice treated with mercuric chloride in-
hibited spore germination and the growth of germ-tube of macroconidia of Fusarium 
solani f. radicicola race 2. The growth of germ-tube of this fungus was inhibited in 
proportion to the concentrations ranging from 0.0001 per cent to 0.1. The degree of 
inhibitory action of Ipomeamarone against the spore germination of Gloeosρorium oliva-
rum was very similar to that against F. solani radicicola 2. 
Series of Ipomeamarone malt agar media containing Ipomeamarone at the concent-
rations of 0.0001%, 0.001%, 0.01% and 0.1% were made. 
2ml. of each of these media was poured aseptically into a watch glass, 35mm in dia-
meter. A disc of filterpaper, 3mm in diameter, on which the fungus to be tested had 
been grown was mounted on the agar. After being incubated for 2-5 days at 25°C 
the diameter of the mycelial mat of the fungus was measured. The results were pre司
sented in Figures 2 and 3. 
These results show that Ipomeamarone strongly inhibits the growth of Piricularia 
oryzae and Gibberella zeae, especially in the former, which do not infect the sweet potato 
while inhibits very weakly that of Ceratostomella fimbriata, Fusarium solani f. radicicola 
1, Fusarium oxysρorum batatas, the fungi parasitic to sweet potato and isolated from 
this plant. Very weak inhibitory action of Ipomeamarone is also found in the cases of 
Glomerella cingulata and Fusarium solani radicicola 2. 
Judging from the character of Ipomeamarone having the selective toxicity towards 
fungi, that is, highly toxic to the fungi non-pathogenic to sweet potato and feebly toxic 
to the fungi pathogenic to sweet potato, it is concluded that Ipomeamarone have the 
character of the Phytoalexin. 
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